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主な内容　3月定例会（3月7日～20日の14日間）
R5主な新規事業…2P
委員会報告…6～9P
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令和5年度一般会計予算の主な新規重点事業令和5年度一般会計予算の主な新規重点事業

ハウス設置補助 山清路公園整備

池坂線 学生パスポート

介護介購入補助 小中学校 ICT 環境設備

新年度予算決まる新年度予算決まる

2020億億2,0002,000万円万円総 額



議案等の審査結果
案件 名　　　　称 内　　　　容 結　　果

報
告

村の義務に属する和解及び損害賠償の額
の専決処分について

物損事故：
損害賠償の額19,998円

報告のみ

事
件
案

長野県町村公平委員会共同設置規約の変
更について

佐久平環境衛生組合の脱退に伴う改正
全員賛成

村道路線の認定について 村道西554号（大日向　南平）

条　

例　

案

生坂村個人情報の保護に関する法律施行
条例案

生坂村個人情報保護条例を廃止し、新たに
制定

全員賛成

生坂村個人情報保護審査会条例案 関係法令の改正に伴い、新たに制定

生坂村日岐公園設置条例案
生坂村日岐公園の設置について必要な事項
を定めるための条例の制定

生坂村営バス設置条例の一部を改正する
条例案

村営バスの路線に池坂線を追加し、料金の
減免について対象を拡大する条例の一部改
正

生坂村特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例案

関係法令の改正に伴う条例の一部改正
生坂村子ども・子育て会議条例の一部を
改正する条例案
生坂村家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例案

生坂村国民健康保険条例の一部を改正す
る条例案

出産育児一時金を関係法令の改正により変
更し、葬祭費の額を改正する条例の一部改
正

生坂村消防団員の定員、任免、給与、服
務等に関する条例の一部を改正する条例
案

消防団員に新たに機能別消防団員を設ける
ための条例の一部改正

発　

議

生坂村議会の個人情報の保護に関する条
例の制定について

生坂村個人情報保護条例の廃止しに伴い、
新たに制定

全員賛成

令和5年度予算案 （広報いくさか3から5ページ参照）
全員賛成

可決

追
加
議
案

令和4年度補正予算案 （3ページ参照）
全員賛成

可決

条　

例　

案

生坂村農業委員会委員の任命について

久保田一洋（小立野）
野村　史郎（下生野）
関口　　孝（上生坂）
栁澤　辰彦（下生坂）
腰原　　隆（日岐）
五十嵐清一（草尾）
太田　久吉（大日向）
山﨑　清一（宇留賀）
平賀　葉子（生坂村農林水産物生産者組合）
原田　紀子（生坂村農林水産物生産者組合）

全員賛成

副村長の選任について 牛越　宏通（大日向）
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令和4年度 補正予算の内容令和4年度 補正予算の内容（主な収支）（主な収支）
※数値は四捨五入

歳　入 補正額 総　　額

村税 △296 万円 1億5,547 万円
地方譲与税 28 万円 2,502 万円
地方消費税交付金 124 万円 4,034 万円
地方交付税 5,708 万円 12億3,521 万円
分担金及び負担金 522 万円 1,263 万円
使用料及び手数料 31 万円 9,119 万円
国庫支出金 △630 万円 2億1,240 万円
県支出金 △946 万円 1億3,269 万円
財産収入 113 万円 3,336 万円
繰入金 △4,738 万円 1億768 万円
諸収入 379 万円 6,778 万円
村債 △2,410 万円 2億7,992 万円
寄付金 △2,855 万円 7,195 万円

歳　出
議会費 △112 万円 4,555 万円
総務費 △2,787 万円 5億9,825 万円

・国道19号防災工事に伴う管路設置工事　417万円
・ふるさと「いくさか」応援基金積立金　△1,494万円

民生費 △1,547 万円 4億1,775 万円
・福祉センター繰出        636万円
・国保会計繰出           △131万円
・介護保険繰出             △33万円
・後期高齢者医療繰出    △85万円

衛生費 △1,354 万円 1億9,194 万円
・簡易水道特別会計繰出金　△334万円

農林水産業費 △695 万円 2億8,461 万円
商工費 △386 万円 7,406 万円
土木費 △558 万円 2億3,506 万円
消防費 △108 万円 1億3,110 万円
教育費 △739 万円 1億6,172 万円
災害復旧費 △256 万円 386 万円
公債費（借金の返済等） 3,572 万円 3億2,801 万円
予備費 200 万円

■特別会計 補正額 総　　額

村営バス 81 万円 3,748 万円
福祉センター（やまなみ荘） △175 万円 9,642 万円
簡易水道 △859 万円 1億9,715 万円
国民健康保険 △3,799 万円 2億2,917 万円
農業集落排水 △161 万円 1億55 万円
介護保険 1,379 万円 3億3,739 万円
後期高齢者医療 △237 万円 2,904 万円

■一般会計　補正額…△4,970万円　総額…24億7,391万円
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令和 5 年 2 月 21 日に望月氏、令和 5 年 3 月 17 日に藤原氏が議員辞職した件について、

議会として報告をさせて頂きます。

望月一将氏、藤原良司氏の望月一将氏、藤原良司氏の
議員辞職について議員辞職について

望月一将氏について

酒酔い運転撲滅の動きが強い現代において、議員という立場の者が検挙さ

れるという事態を起こしてしまい当議会としても非常に重く受け止めてい

ます。事態発生時から県議長会などに対応について確認をおこない「今後

については本人がしっかり判断し決断するべき」とのアドバイスを頂き議

会としてその旨を伝え話合いをおこなった。その結果 21 日に本人から辞

表の提出がありました。

望月氏は年齢も若いので、このような事態を 2度と起こさないよう厳に注

意していただき、今後に繋げて村に貢献していただくことを望んでいます。

藤原良司氏について

あまりに突然の辞意表明で当議会としても困惑しております。

質したいことがあったのなら、議会に留まり意思を示していただき議会で

議論をしてもらいたかったです。それが有権者にたいする議会人としての

責任の表し方ではないかと思っております。今後も何か質したいことがあ

るならば議会の中でルールに基づき議論できることを望みます。
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長
野
県
町
村
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て（

全
員
賛
成
）

生
坂
村
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例
案
審
査
会
条
例
案（

全
員
賛
成
）

生
坂
村
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
案

（
全
員
賛
成
）

日
岐
公
園
設
置
条
例
案

（
全
員
賛
成
）

村
営
バ
ス
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

（
全
員
賛
成
）

問　
池
坂
線
の
運
営
移
行
に
伴
う
改
正

だ
が
、
停
留
所
等
変
更
は
。

答　
変
更
せ
ず
、
一
年
間
様
子
を
見
て

改
善
点
は
検
討
す
る
。

消
防
団
員
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

（
全
員
賛
成
）

問　
機
能
別
消
防
団
員
の
募
集
状
況
は
。

答　
役
場
職
員
の
経
験
者
が
4
〜
5
名

が
参
加
可
能
。
村
民
の
方
の
参
加
を
お
願

い
し
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
全
員
賛
成
）

総
務
課
関
係

問　

寄
付
金
の
生
坂
応
援
基
金
の

8
千
万
円
の
使
わ
れ
方
は
。

答　
半
分
の
4
千
万
円
は
基
金
積
み
立

て
と
し
、
残
り
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
に
あ
て
る
。

問　
企
画
費
の
未
来
ス
ク
ー
ル
の
講
習

内
容
が
村
民
活
動
に
結
び
付
い
て
い
な
い

の
で
は
。

答　
村
の
現
状
に
合
っ
た
山
・
森
林
利

用
を
テ
ー
マ
に
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

な
ど
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

令
和
５
年
度
農
業
集
落
排
水
特
別

会
計
予
算

問　
区
長
の
報
償
費
を
上
げ
て
欲
し
い
。

と
の
要
望
が
あ
る
が
。

答　
検
討
す
る
。

問　
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は
。

答　

ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
設
置
。

役
場
で
操
作
で
き
る
3
6
0°
カ
メ
ラ

と
公
園
の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
場
用
固
定

カ
メ
ラ
を
設
置
済
。
機
器
調
整
を
済
ま

せ
村
H
P
に
ア
ッ
プ
し
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
閲
覧
可
能
。

問　
電
気
料
金
高
騰
対
策
と
し
て
も
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
で
計
画
し
て
い
る
太
陽
光
発

電
整
備
並
び
に
小
水
力
発
電
の
導
入
は
当

村
と
し
て
有
効
な
対
策
と
な
る
。
村
の
財

政
に
も
貢
献
で
き
る
の
で
は
。

答　
村
民
一
丸
と
な
っ
て
実
施
し
、
脱

炭
素
先
行
地
域
に
採
択
さ
れ
る
と
来
年
度

は
村
の
実
情
に
合
っ
た
計
画
の
策
定
。
令

和
6
年
か
ら
実
施
予
定
。

問　
公
債
費
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
村
づ
く
り
計
画
に
反
映
し
て
欲

し
い
。

答　
中
学
校
建
設
の
起
債
が
来
年
度
終

了
す
る
な
ど
、
公
債
費
は
徐
々
に
下
が
っ

て
来
て
い
る
。

総
務
建
経
常
任
委
員
会

付
託
さ
れ
た
主
な
審
議
意
見

※
Ｒ
5
年
度
予
算
は
、
両
委
員
が

連
合
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
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振
興
課
関
係

問　
い
く
さ
か
の
郷
で
の
販
売
価
格
の

状
況
は
。

答　
昨
年
夏
以
降
各
商
品
の
値
上
が
り

が
続
い
て
い
る
。
人
気
商
品
の
「
で
か
で

か
た
ま
ご
」
の
値
上
が
り
が
顕
著
。

問　
松
く
い
虫
防
除
薬
剤
散
布
の
効
果

は
。

答　
散
布
し
て
い
る
木
と
し
て
い
な
い

木
を
指
定
場
所
で
確
認
し
評
価
し
て
い
る
。

空
中
散
布
し
て
い
る
所
は
松
枯
れ
防
除
効

果
が
確
認
で
き
て
い
る
。
今
後
も
継
続
し

た
い
。

問　
そ
の
効
果
に
つ
い
て
外
部
に
P
R

す
べ
き
で
は
。

答　
村
の
H
P
に
大
気
と
水
質
検
査
結

果
は
公
開
し
て
い
る
。

意
見　
村
民
の
中
に
は
松
く
い
虫
防
除

空
中
散
布
に
つ
い
て
疑
念
を
持
っ
て
い
る

方
が
い
る
の
で
話
し
合
い
の
機
会
を
設
け

た
ら
。

問　
国
道
19
号
防
災
2
号
ト
ン
ネ
ル
の

進
捗
状
況
は
。

答　
会
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
関
連

工
事
が
実
施
中
で
令
和
5
年
度
に
本
工
事

着
工
の
予
定
。

た
だ
し
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
残
土
5
0
，

0
0
0
㎥
の
処
分
場
所
が
決
ま
っ
て
い

な
い
。

問　
高
津
屋
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
エ
リ

ア
設
置
工
事
に
つ
い
て
。
既
設
の
木
製
階

段
が
腐
っ
て
い
る
の
で
今
回
修
繕
の
対
応

を
す
る
べ
き
で
は
。

答　
現
地
を
確
認
し
対
応
を
検
討
す
る
。

特

別

会

計

予

算

（
全
員
賛
成
）

村
営
バ
ス

問　
現
在
、
バ
ス
運
転
手
の
村
民
の
雇

用
人
数
は
。

答　
村
内
で
4
名
従
事
し
て
い
る
。
委

託
仕
様
書
で
は
村
民
を
雇
用
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。

問　

バ
ス
リ
ー
ス
料
に
は
修
繕
料
も

入
っ
て
い
る
の
か
。

答　
車
両
費
の
ほ
か
修
繕
代
も
入
っ
て

い
る
。

簡
易
水
道

問　
予
定
の
3
個
所
の
布
設
替
え
工
事

費
の
額
は
。

答　

梅
月
地
区
が
1
，
1
5
0
万
円
、

小
舟
地
区
が
4
，
6
0
0
万
円
、
国
道

移
転
補
償
が
3
2
0
万
円
。

問　
小
舟
敷
設
替
え
工
事
の
国
道
部
分

の
布
設
替
え
だ
が
国
道
部
の
ど
こ
に
施
工

す
る
の
か
。

答　
敷
設
占
用
位
置
に
つ
い
て
は
今
後

国
道
事
務
所
と
協
議
決
定
す
る
。

農
業
集
落
排
水

問　
委
託
料
の
内
容
は
。

答　
公
会
計
に
移
行
す
る
シ
ス
テ
ム
も

含
ま
れ
、
今
年
度
は
資
産
台
帳
の
整
備
を

実
施
す
る
予
定
。
6
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

請

願

・

陳

情

陳
情
5
‒

1
「
L
P
ガ
ス
料
金
上
昇
に

対
す
る
直
接
的
な
負
担
軽
減
を
求
め
る
陳

情
書
」

（
資
料
配
布
）

陳
情
5
‒

2
「
日
本
全
体
で
解
決
す
べ

き
問
題
と
し
て
、
普
天
間
基
地
周
辺
の
子

供
た
ち
を
取
り
巻
く
空
・
水
・
土
の
安
全

の
保
障
を
求
め
る
陳
情
」

（
資
料
配
布
）
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生
坂
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て（

全
員
賛
成
）

生
坂
村
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

生
坂
村
家
庭
的
保
育
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ

い
て

（
全
員
賛
成
）

生
坂
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

一

般

会

計

予

算

（
全
員
賛
成
）

住
民
課
関
係

問　
村
税
の
今
後
の
推
移
に
つ
い
て
。

と
に
つ
い
て
。

答　
毎
年
度
計
上
し
て
い
る
。
欠
員
が

出
た
場
合
に
必
要
。

問　
敬
老
の
日
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
要

望
や
意
見
は
あ
る
か
。

答　
コ
ロ
ナ
が
怖
い
と
い
う
意
見
も
あ

る
が
、
米
寿
、
白
寿
に
つ
い
て
は
集
ま
っ

た
中
で
表
彰
さ
れ
た
い
と
の
意
見
が
多

か
っ
た
。

意
見　
来
年
度
は
集
ま
っ
た
形
で
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

答　

急
激
に
上
が
る
こ
と
は
難
し
い
、

固
定
資
産
税
は
減
価
償
却
も
あ
り
減
少
し

て
い
る
、
高
齢
化
し
て
い
る
の
で
個
人
住

民
税
も
少
な
い
。

問　
犬
猫
の
避
妊
去
勢
手
術
補
助
の
申

請
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

答　
令
和
4
年
度
は
22
頭
。

意
見　
避
妊
去
勢
手
術
の
補
助
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
周
知
し
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
課
関
係

問　
民
生
委
員
推
薦
委
員
報
酬
に
つ
い

て
改
選
が
な
く
て
も
計
上
さ
れ
て
い
る
こ

問　
介
護
予
防
事
業
扶
助
費
の
対
象
は
。

答　
元
々
の
要
介
護
3
〜
5
の
方
22
名
に

介
護
度
1
、
2
の
方
23
名
も
対
象
に
な
る
。

問　
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
。

答　

個
人
負
担
は
4
0
0
円
。
月

4
4
0
食
。
多
い
と
き
は
4
8
0
食
あ
っ

た
と
き
も
あ
る
。

問　
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
間
に
合
っ
て
い
る
か
。

答　
間
に
合
っ
て
い
る
。

問　
出
産
子
育
て
応
援
交
付
金
、
伴
走

型
で
妊
娠
か
ら
何
歳
ま
で
か
。

答　
妊
娠
届
が
出
て
か
ら
2
歳
ま
で
。

問　
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
内
容
は
。

答　
現
金
で
妊
娠
届
時
に
5
万
円
、
出

産
時
に
5
万
円
支
給
で
子
供
用
品
購
入
な

ど
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
委
員
会
関
係

問　
保
育
園
バ
ス
の
置
き
去
り
防
止
ア

ラ
ー
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
。

答　
園
児
を
降
ろ
し
た
後
エ
ン
ジ
ン
を

社
会
文
教
常
任
委
員
会

付
託
さ
れ
た
主
な
審
議
意
見

※
Ｒ
5
年
度
予
算
は
、
両
委
員
が

連
合
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
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切
る
と
後
方
で
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
座
席
確

認
を
し
な
が
ら
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

問　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
は
増

え
て
い
る
か
。

答　

1
人
増
え
た
が
中
々
増
え
な
い
。

利
用
し
た
い
方
は
い
る
の
で
今
後
も
増
え

て
い
く
と
い
い
。

問　
つ
な
が
り
の
場
の
活
動
は
。

答　
来
年
度
は
村
内
の
グ
ル
ー
プ
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
て
活
動
を
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

意
見　
児
童
館
に
つ
い
て
、
以
前
雨
漏

り
が
し
て
い
た
よ
う
だ
が
再
度
し
っ
か
り

点
検
す
る
よ
う
に
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
活
動
実
績
は
。

答　
コ
ロ
ナ
で
推
進
員
自
体
の
活
動
は

出
来
て
い
な
い
が
イ
ク
ラ
ン
を
手
伝
っ
て

い
た
だ
い
た
。

特

別

会

計

予

算

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
や
ま
な
み
荘
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

意
見　
予
算
構
成
の
仕
方
を
綿
密
に
し
、

問　
小
学
校
の
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
繕

に
つ
い
て
は
危
害
防
止
機
能
が
必
要
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

答　
人
を
感
知
し
て
止
ま
る
よ
う
に
な

る
も
の
に
す
る
。
モ
ー
タ
ー
に
も
不
具
合

が
あ
る
た
め
交
換
す
る
。

意
見　
小
学
校
の
粗
大
ご
み
処
分
に
つ

い
て
昔
の
机
や
椅
子
な
ど
、
あ
え
て
活
用

し
て
い
る
店
舗
や
施
設
な
ど
も
あ
る
。
欲

し
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
ネ
ッ

ト
な
ど
で
周
知
し
て
み
た
ら
ど
う
か
。

的
確
な
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
を
し
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
予
算
内
で
運
営

が
出
来
な
く
て
は
い
け
な
い
。

答　
職
員
の
意
識
を
変
え
運
営
し
て
い

く
と
の
こ
と
。
今
後
は
指
定
管
理
制
度
も

視
野
に
検
討
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

問　
高
額
医
療
費
の
対
象
者
は
。

答　

限
度
額
認
定
の
方
は
20
名
ほ
ど
。

い
っ
た
ん
窓
口
で
支
払
い
を
し
て
後

か
ら
返
っ
て
く
る
方
は
月
に
20
〜
30

名
い
る
。

介
護
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

問　
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
は
ど

の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
か
。

答　
来
年
度
は
は
る
か
ぜ
を
利
用
し
介

護
者
を
呼
ん
で
食
事
を
す
る
な
ど
集
ま
り

や
す
い
形
で
開
催
を
考
え
て
い
る
。

問　
元
気
塾
の
8
0
0
円
が
高
く
感
じ

る
が
。

答　
昼
食
費
と
課
外
活
動
の
交
通
費
に

当
て
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

問　
後
期
高
齢
者
は
何
人
か
。

答　
予
算
上
の
見
込
み
は
4
5
6
人
。



一般質問とは…「議員がフリーテーマで執行部に質問・提案を行う場」で、
議員独自のカラーが出せる貴重な機会です。村民の生活に関わる様々な
声を村政に届け議論が行われます。※質問は一般事務に限ります。

村政村政そこが知りたい !!そこが知りたい !!

5 名の議員が一般質問

一般質問
3月
定例会

11P〔上〕 吉澤弘
ひろみち

迪 議員

○やまなみ荘の補改修の方向性

11P〔下〕 平田勝
かつあき

章 議員

○人口減少の現状と若者定住移住対策の評
価について

○都市との交流事業及びイベント事業の今
後の課題について

12P〔上〕 望月典
のりこ

子 議員

○デイサービスセンター「はるかぜ」の今後
の運営について

12P〔下〕 藤澤幸
さちえ

恵 議員

○村公式ラインの有効活用について
○子供の居場所について

13P〔上〕 藤原良
よしじ

司 議員

○人材育成について
○明文化されている非違行為に対する村の対処方針は

10
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問　

村
長
は
令
和
3
年
の
9
月
定
例
会
で

施
設
の
劣
化
対
策
で
約
3
億
3
千
万
円
の

改
修
事
業
費
が
必
要
で
農
産
漁
村
補
助
金

を
利
用
し
早
期
の
部
分
と
中
長
期
の
も
の

と
を
検
討
し
て
実
施
す
る
と
答
え
て
い
る

が
。

村
長　

8
月
25
日
の
生
坂
未
来
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
示
し
た
計
画
案
は
浴

室
の
改
修
、
お
や
き
体
験
館
の
建
設
、
厨

房
の
改
修
、
1
・
2
階
客
室
の
改
修
で
あ

る
が
、
取
り
壊
し
に
か
か
る
事
業
費
は
対

象
外
と
な
る
た
め
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

に
変
更
し
て
申
請
し
て
い
る
。

問　

令
和
4
年
度
の
や
ま
な
み
荘
の
経
営

状
況
と
令
和
5
年
度
予
算
を
ど
の
様
に
見

込
ん
で
い
る
か
。

住
民
課
長　

令
和
4
年
度
は
コ
ロ
ナ
の

関
係
で
宴
会
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
光
熱

水
費
、
原
材
料
の
高
騰
で
使
用
料
は

7
9
0
0
万
円
と
な
る
。
ま
た
、
令
和

5
年
度
予
算
は
コ
ロ
ナ
が
5
類
扱
い
と
な

る
の
で
集
客
が
増
加
す
る
と
予
測
し
使
用

料
は
8
9
2
8
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　

現
在
の
や
ま
な
み
荘
の
経
営
は
集
客

が
少
な
い
中
で
管
理
費
を
極
度
に
削
減
し

て
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
改
修
が
大

型
化
し
経
営
規
模
が
拡
大
す
る
と
維
持
管

理
費
拡
大
し
て
損
失
が
大
き
く
な
る
。
改

修
は
1
〜
2
年
後
に
す
る
等
、
最
小
限
に

す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

村
長　

本
館
棟
、
浴
室
棟
は
対
応
年
数
が

30
年
、
27
年
が
残
っ
て
い
る
の
で
多
額
の

事
業
投
資
に
つ
い
て
は
費
用
対
効
果
を
考

慮
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

問　

今
後
の
や
ま
な
み
荘
の
改
修
は
イ
ベ

ン
ト
な
ど
新
た
な
集
客
方
法
の
検
討
に
並

行
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
。

村
長　

脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業
は

4
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
採
択
の
可
否
が
判

明
す
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
業
の
実

施
が
左
右
さ
れ
る
の
で
検
討
協
議
を
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
若
者
定
住
・

移
住
対
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、
そ
の
評

価
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

村
長　

令
和
元
年
度
か
ら
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
を
利
用
し
、
令
和
4
年
度
の
現
在

ま
で
に
、
45
件
の
契
約
が
成
立
し
て
い
る
。

ま
た
子
育
て
支
援
事
業
に
よ
っ
て
園
児
数

も
昨
年
度
よ
り
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら

人
口
減
少
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問　

今
後
も
若
者
定
住
・
移
住
対
策
は
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

村
長　

現
在
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
の
職
員
や
、
就
農
者
の
働
き
手
な
ど

単
身
者
が
入
居
可
能
な
集
合
住
宅
の
建
設

や
空
き
家
や
所
有
者
が
い
な
く
な
っ
た
土

地
の
取
得
な
ど
で
若
者
定
住
促
進
住
宅
の

建
設
も
検
討
し
た
い
。

ま
た
「
生
坂
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」
に
合
わ
せ
「
生
坂
村 

脱
炭
素
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」を
策
定
し
た
。
そ
の
中
の「
空

き
家
や
移
住
者
受
入
に
脱
炭
素
を
絡
め
て
、

持
続
可
能
で
個
性
を
も
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
享
受
し
た
い
移
住
者
に
、
古
民
家

の 

脱
炭
素
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
」

を
実
現
し
た
い
。

農
業
体
験
ツ
ア
ー
は
一
時
中
断
と
な
っ
て

い
る
が
今
後
に
つ
い
て

問　

都
市
と
の
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と

は
人
口
増
に
も
つ
な
が
る
。
農
業
体
験
ツ

ア
ー
の
再
開
が
望
ま
れ
る
が
、
今
後
の
見

通
し
は
。

村
長　

ツ
ア
ー
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
団
体
や
個
人
、
農
家
や
区

の
皆
さ
ん
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か

げ
で
実
施
出
来
た
。
令
和
元
年
度
ま
で
14

年
間
継
続
し
て
開
催
出
来
た
。

今
年
は
4
年
ぶ
り
の
開
催
に
な
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
メ
ニ
ュ
ー
を

基
本
に
、
季
節
を
通
し
た
生
坂
村
の
魅

力
を
存
分
に
体
験
で
き
る
ツ
ア
ー
と
し
て
、

企
画
し
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

吉澤弘廸議員

平田勝章議員

や
ま
な
み
荘
の
施
設
劣
化
に
対
す
る
改
修
事
業
の
進
捗

状
況
は

村
長　

農
産
漁
村
補
助
金
の
申
請
を
検
討
し
て
い
た
が
既

　
　
　
　

存
施
設
の
解
体
費
が
対
象
外
の
た
め
再
考
す
る

今
後
の
若
者
の
定
住
・
移
住
対
策
は

村
長　

集
合
住
宅
・
若
者
定
住
促
進
住
宅
の
建
設
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
し
た
い令和4年建設の若者定住促進住宅
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望月典子議員

藤澤幸恵議員

「
は
る
か
ぜ
」
の
今
後
の
運
営
は

健
康
福
祉
課
長　

休
館
日
の
活
用
を
検
討
中

村
公
式
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
の
有
効
活
用
を

村
長　

早
期
に
実
現
し
て
多
く
の
若
者
に

　
　
　
　
　
　

登
録
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
取
り
組
み
た
い

問　

開
所
か
ら
12
年
を
経
過
し
た
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護
施
設
「
は
る
か
ぜ
」
は

現
在
、
利
用
登
録
者
5
名
、
週
3
日
の
運

営
。
休
館
日
の
火
・
木
曜
を
活
用
す
る
方

向
で
社
協
と
役
場
と
で
協
議
を
重
ね
て
い

る
筈
だ
が
具
体
的
な
案
は
出
た
か
。

健
康
福
祉
課
長　

施
設
の
収
支
改
善
に
向

け
た
検
討
は
R
3
年
度
か
ら
続
け
て
い
る

が
利
用
者
が
増
え
ず
、
R
3
年
10
月
か
ら

火
曜
日
を
休
館
に
し
、
R
4
年
1
月
か
ら

木
曜
日
を
追
加
し
た
。
障
害
者
・
児
童
等

の
施
設
に
と
の
案
も
出
た
が
事
業
と
し
て

成
り
立
つ
か
と
い
う
課
題
が
残
っ
た
。
休

館
日
の
利
用
に
つ
い
て
は
元
気
塾
や
お
と

こ
塾
の
利
用
と
い
う
案
が
あ
る
。

問　

新
し
い
施
設
と
し
て
の
再
出
発
か
、

現
状
維
持
の
運
営
で
休
館
日
の
活
用
を
考

え
る
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
方
向
を
打
ち

出
す
時
期
で
は
。

健
康
福
祉
課
長　

は
る
か
ぜ
の
運
営
は
今

ま
で
通
り
と
し
、
休
館
日
の
活
用
の
充
実

を
検
討
し
て
行
き
た
い
。

問　

休
館
日
を
、
日
頃
の
不
安
や
グ
チ
を

抱
え
て
い
る
人
が
気
楽
に
集
ま
れ
る
場
所

と
し
て
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　

社
協
の
職
員
か
ら
ヨ
ガ
・
体
操
教

室
、
ス
マ
ホ
予
備
校
、
陶
芸
・
絵
画
教
室

な
ど
色
々
な
提
案
が
あ
る
。
当
面
は
村
民

が
気
軽
に
使
え
る
施
設
と
し
て
開
放
し
、

需
要
に
応
じ
て
違
う
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
健
康
福
祉

課
で
行
っ
て
い
る
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
や
、
新
設
す
る
障
が
い
者
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
社
協
に
委
託
し
、
そ
れ

ら
の
場
所
と
し
て
の
利
用
も
考
え
て
い
る
。

今
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
協
議

会
、
副
村
長
、
健
康
福
祉
課
と
で
定
期
的

に
検
討
を
進
め
て
行
く
。

提
案　

今
回
は
敢
え
て
目
的
を
持
た
な
い

集
ま
り
を
提
案
し
た
い
。
行
け
ば
誰
か
居

て
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
。
い
っ
と
き
子

供
を
預
か
っ
て
く
れ
た
ら
助
か
る
。
ス
マ

ホ
の
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
聞
け

る
。
村
民
の
た
め
に
と
い
う
な
ら
ぜ
ひ
、

こ
の
提
案
考
え
て
下
さ
い
。

問　

行
政
か
ら
の
情
報
発
信
の
方
法
と
し
て

広
報
、I
C
N
等
が
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、特

に
若
い
世
代
の
住
民
に
届
い
て
い
な
い
と
感
じ

る
。現
在
あ
る
生
坂
村
公
式
ラ
イ
ン
を
有
効
活

用
し
た
ら
ど
う
か
。

総
務
課
長　

検
討
課
題
は
い
く
つ
か
あ
る
が

村
の
情
報
を
村
民
に
届
け
て
見
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
の
で
、充
実
し
た
情
報
発
信

が
で
き
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

村
長　

村
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
情
報
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
り
取
得
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、特
に
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
は
有
効

で
は
な
い
か
と
思
う
。ラ
イ
ン
は
お
知
ら
せ
に

対
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、

若
者
の
意
見
等
の
把
握
に
も
結
び
付
け
ば
と

思
う
。早
期
に
実
現
し
て
多
く
の
若
者
に
登
録

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
る
。

子
供
の
居
場
所
に
つ
い
て

問　

全
国
小
・
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児

童
生
徒
数
は
9
年
連
続
で
増
加
し
過
去
最
高

と
な
っ
て
い
る
。ま
た
不
登
校
と
は
な
ら
な
い

も
の
の
何
ら
か
の
理
由
で
学
校
に
行
く
こ
と
が

出
来
な
い
、行
き
た
く
な
い
と
い
う
児
童
生
徒

も
多
い
。生
坂
小
中
学
校
の
現
状
は
。

教
育
長　

小
学
校
で
は
2
名
。中
学
校
で
1
名
。

不
登
校
の
定
義
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
が
年
間

30
日
以
上
学
校
を
休
ん
で
い
る
、ま
た
は
そ
れ

に
近
い
児
童
生
徒
は
若
干
名
い
る
と
承
知
し

て
い
る
。

問　

児
童
生
徒
・
保
護
者
へ
の
支
援
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

関
係
者
と
支
援
会
議
で
情
報
共
有

や
支
援
策
を
話
し
合
い
、「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
や

「
バ
ラ
ン
ス
」よ
く
児
童
生
徒
や
家
庭
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

問　

村
に
は
日
中
児
童
生
徒
の
居
場
所
が
学

校
、家
庭
以
外
に
な
い
。学
校
に
い
け
な
い
子

供
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
居

心
地
の
良
い
場
所
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

村
長　

当
村
で
は
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
中
間

教
室
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
。場
所
、人
、運
営

費
用
の
確
保
な
ど
の
面
が
課
題
で
あ
る
。子
供

の
居
場
所
と
し
て
近
い
も
の
と
し
て
児
童
館

が
あ
る
。児
童
館
の
活
用
や
今
後
設
置
予
定
の

「
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」と
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
研
究
す
る
。

問　

児
童
館
、な
の
は
な
、は
る
か
ぜ
。今
あ
る

場
所
、そ
こ
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
で
来
春
か
ら
少

し
で
も
居
場
所
と
し
て
で
き
な
い
か
。

村
長　

早
期
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
教
育
委

員
会
と
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。



ヤ
ッ
ホ
ー
！
お
元
気
で
す
か
。
い

つ
も
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
緑
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。

生
坂
の
新
緑
は
最
高
で
す
。
何
処
に

も
引
け
は
取
り
ま
せ
ん
。
滴
る
緑
に

目
も
心
も
奪
わ
れ
ま
す
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
村
の
財
産
、
皆
で
守
っ
て
行

き
た
い
で
す
よ
ね
。
何
か
と
忙
し
い

と
は
思
い
ま
す
が
是
非
、
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ

い
。
待
っ
て
ま
〜
す
。

（
典
）

目
に
青
葉　

山
ホ
ト
ト
ギ
ス
初
鰹

山
口
素
堂

談
話
室
「
山
彦
」
を
開
催
し
て
も

う
少
し
で
2
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
住
民
の

皆
さ
ま
と
少
し
で
も
繋
が
る
場
所
を

設
け
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
始
ま
っ

た
談
話
室
。
今
後
も
時
間
帯
な
ど
も

工
夫
し
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
更
に
コ
ロ
ナ
も
下

火
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
議
会

報
告
会
や
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

検
討
し
、
5
類
に
下
が
っ
た
5
月
以

降
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
、
よ
り
多

く
の
住
民
の
皆
さ
ま
と
話
の
出
来
る

環
境
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
議

会
と
の
意
見
交
換
の
場
を
望
む
ご
意

見
を
頂
い
た
皆
様
の
お
越
し
を
議
員

一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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問　

職
員
に
対
す
る
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ

や
、
村
内
に
お
け
る
人
材
育
成
で
、
実
施

し
て
き
た
方
法
と
成
果
は
。

村
長　

職
務
を
通
じ
、
上
司
・
先
輩
が
仕

事
を
し
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
や
経
験
な

ど
を
教
え
て
い
る
。

研
修
セ
ン
タ
ー
等
の
研
修
受
講
、
県
職
員

と
人
事
交
流
の
実
施
な
ど
で
、
こ
こ
数
年

職
員
の
不
祥
事
や
事
務
事
業
で
村
民
に
迷

惑
を
及
ぼ
す
よ
う
な
ミ
ス
も
な
い
。平
成

二
三
年
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
事
業

受
講
者
が
、
村
の
役
職
に
就
任
。ま
た
、
防

災
士
養
成
研
修
講
座
や
、
い
く
さ
か
未
来

ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
事
業
は
終

了
通
知
も
な
く
、
ま
た
、
ミ
ス
が
な
い
と

い
う
だ
け
の
状
況
で
、
人
材
育
成
の
成
果

が
上
が
っ
た
と
答
弁
し
て
よ
い
も
の
か
。

県
職
員
の
派
遣
終
了
時
に
生
坂
村
の
職
員

の
資
質
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

村
長　

昨
年
度
、
話
し
合
い
を
一
回
し
た

記
憶
が
あ
る
。

問　

副
村
長
と
教
育
委
員
に
従
弟
を
配
置

し
、
関
係
団
体
等
に
も
親
戚
を
配
し
て
い

る
が
、
行
政
は
地
縁
・
血
縁
で
固
め
、
執

行
す
る
も
の
か
。

村
長　

親
戚
が
多
い
た
め
、
適
材
適
所
で

人
選
し
て
い
る
。

問　

人
前
で
部
下
を
叱
責
す
る
こ
と
は
人

材
育
成
に
は
つ
な
が
ら
な
い
が
。

村
長　

勉
強
し
、
進
め
て
い
く
。

非
違
行
為
に
対
す
る
村
の
対
処
方
針
は

審
査
委
員
会
で
状
況
を
聴
取
し
、
判
断

す
る
。

問　

懲
戒
処
分
等
に
関
す
る
指
針
の
運
用

は
難
し
い
も
の
だ
が
、
免
職
・
停
職
の
基

準
は
あ
る
か
。

副
村
長　

議
員
指
摘
の
よ
う
に
、
最
高
裁

で
処
分
が
取
り
消
さ
れ
た
判
例
も
あ
り
状

況
を
確
認
し
、
弁
護
士
と
相
談
し
て
処
分

を
決
め
て
い
く
。

問　

禁
止
さ
れ
て
い
る
戸
別
訪
問
と
は
。

総
務
課
長　

投
票
に
関
し
、
戸
別
訪
問
は

で
き
な
い
が
、
違
反
か
ど
う
か
は
裁
判
で

な
さ
れ
る
。

問　

二
年
前
の
正
副
議
長
選
挙
で
、
戸
別

訪
問
が
あ
っ
た
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
課
長　

具
体
的
な
事
例
に
は
答
弁
は

控
え
さ
せ
て
も
ら
う
。

藤原良司議員

人
材
育
成
の
方
策
と
成
果
は

村
長　

幾
つ
か
事
業
を
実
施
し
、
職
員
の
事
務
事
業
等
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迷
惑
を
か
け
る
ミ
ス
も
な
い

山
彦
だ
よ
り
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令和 4年 10 月に生坂村監査委員から「議員報酬アップの効果検証」について諮

問されました。これを受け議会として検証し答申を監査委員に提出し、その内容

を公表いたします。

議員報酬アップの効果検証について（答申）

令和 4年 10 月 3日付けで貴職から諮問された、議員報酬アップの効果検証につ

いて慎重に審議した結果、下記意見を付して答申します。

記

１．議会活性化の目的で実施した 55 歳以下の議員報酬月額 30 万円について、

該当する議員は議長職・各常任委員長の職にあるとともに各種運営委員会へ

の出席と毎週開催している談話室「山彦」に出席するなど多くの活動をおこ

ない議会の活性化につながっている。

２．条例改正後の選挙では 55歳以下の議員が 3名出馬し、当選したことが成果

の一端といえる。

３．今後、村民との意見交換等を実施して引続き検討・研究をしていく。

以上



議 　 会 　 日 　 誌

穂高広域施設組合（穂高クリーンセンター）

（安曇野市・池田町・松川村・麻績村・生坂村・筑北村）

⃝令和4年度補正予算
補正額　4,162万円　総額　10億5,789万円

⃝令和5年度当初予算
総額　15億7,739万円（生坂村の負担金は1,989万円）

（松本・塩尻・安曇野・東筑の消防と介護事務など）
松本広域連合

⃝令和4年度補正予算
一般会計
補正額　3337万円増額　総額　48億8,420万円
松本地域ふるさと基金事業特別会計

⃝令和5年度当初予算
一般会計　総額　49億6,978万円
特別会計　［松本地域ふるさと基金事業］798万円
（生坂村負担金　合計4,938万円）
⃝令和5年度主な事業内容
消防費関連事業
・消防車両の更新
水槽付消防ポンプ自動車（1500L）

芳川消防署・山形消防署
水槽付消防ポンプ自動車（3000L）　塩尻消防署
はしご付消防ポンプ自動車　丸の内消防署
高規格救急自動車　庄内出張所

計　5台　2憶9,685万円

広 域 ・ 一 部 事 務 組 合 の 情 報広 域 ・ 一 部 事 務 組 合 の 情 報

豊科葬祭センター
安曇野松筑広域環境施設組合

⃝令和4年度補正予算
一般会計　補正額　538万円減額　総額　1億2,514万円

⃝令和5年度当初予算
総額　8,810万円　（生坂村負担金　219万円）

（松本・塩尻・東筑・木曽）
松塩筑木曽老人施設組合

⃝令和5年度補正予算
一般会計　総額　42億1,000万円

⃝令和5年度主な事業内容
・7施設エアコン設備改修	 1,578万円
・防災対策の推進事業	 533万円
・外国人剤受け入れ事業	 864万円

1月 

31日　松本広域連合議会運営委員会

2月 

3日　安曇野松筑広域環境施設組合議会２月定例会
6日　いくさかゼロカーボンフォーラム
8日　ゼロカーボン推進プロジェクト会議

10日　松本広域連合議会定例会/
松塩安筑老人福祉施設組合定例会

13日　松塩筑木曽老人福祉施設組合２月定例会
15日　議会全員協議会
16日　北部３村議会懇談会/議会運営委員会
17日　やまなみ荘定例会/支え合い推進会議
20日　脱炭素ロードマップ検討委員会
21日　穂高広域施設組合定期総会/議会全員協議会
22日　長野県町村議会議長会第36回
27日　例月出納検査
28日　議会全員協議会/生坂農業未来創りプロジェクト会議

3月 

3日　やまなみ荘運営委員会
7日　３月定例会　開会
8日　本会議・一般質問
9日　総務建経常任委員会

10日　社会文教常任委員会
15日　中学校卒業式
16日　小学校卒業式/やまなみ荘定例会
17日　本会議・追加議案
21日　本会議・追加議案　閉会
22日　ゼロカーボン推進プロジェクト会議/

道の駅いくさかの郷定例会
24日　保育園卒園式/東筑町村議長会総会
27日　北アルプス医療センターあづみ病院運営委員会
28日　例月出納検査
30日　生坂農業未来創りプロジェクト会議

4月 

3日　議会だより編集委員会
4日　保育園入園式
6日　小学校・中学校入学式

13日　議会だより編集委員会/議会全員協議会
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編

集

後

記

我
が
家
の
長
男
が
、
大
学
入
学
し
京
都

で
の
一
人
暮
ら
し
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

新
学
期
・
新
年
度
を
迎
え
、皆
様
は
ど
ん

な
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
か
？

先
日
議
会
だ
よ
り
に
載
せ
る
た
め
の
写

真
を
求
め
社
協
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
お
弁
当
作
り
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。手
際
よ

く
作
業
を
さ
れ
て
い
く
と
見
る
見
る
う
ち

に
色
鮮
や
か
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
美
味

し
そ
う
な
お
弁
当
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。お
手
伝
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
素
敵

な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
も
募
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
お
声
が

け
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

動
き
や
す
い
季
節
に
な
っ
た
の
で
外
に

出
向
い
て
村
の
皆
さ
ん
と
対
話
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
は

ど
う
か
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
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望
月　

典
子

生
坂
村
に
は
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

利
用
し
て
移
住
し
て
か
ら
11
年
目
と
な

り
ま
す
。

少
し
ず
つ
知
り
合
い
も
増
え
、第
二
の

故
郷
の
様
に
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
る
日
、ふ
と
窓
を
見
る
と
家
の
横
に

あ
る
田
ん
ぼ
に
イ
ノ
シ
シ
2
頭
が
入
り
走

り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、別
の
日
に
裏
山
へ
子
ど
も
と
散

歩
に
行
っ
た
際
に
は
大
き
な
鹿
の
屍
が
横

た
わ
っ
て
い
た
の
を
目
に
し
、野
生
の
動
物

が
ご
く
身
近
に
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た

が
、あ
あ
、人
間
よ
り
先
に
彼
ら
は
先
住
し

て
い
た
ん
だ
な
ぁ
と
妙
に
納
得
し
ま
し
た
。

別
の
日
に
は
1
日
に
80
㎝
の
大
雪
。こ
こ

ぞ
と
ば
か
り
に
大
き
な
雪
の
船
を
作
り
遊

び
ま
し
た
。

日
々
、草
や
土
に
触
れ
、乳
飲
み
子
だ
っ

た
息
子
も
こ
の
地
で
の
豊
か
な
自
然
体
験

を
通
じ
て
お
か
げ
さ
ま
で
元
気
に
育
っ
て

い
ま
す
。

生
坂
の
魅
力
と
し
て
生
坂
村
の
豊
か
な

自
然
と
共
に
、小
さ
な
村
な
ら
で
は
の
人

と
の
距
離
感
が
近
い
所
に
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。畑
で
採
れ
た
野
菜
を
頂
い
た
り
、地

域
の
方
が
子
ど
も
の
事
を
知
っ
て
い
て
下

さ
っ
た
り
議
員
さ
ん
が
身
近
に
い
た
り
と

人
の
繋
が
り
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
時
に

も
知
っ
た
人
が
い
る
の
は
心
強
い
で
す
。

こ
こ
10
年
で
も
地
域
の
高
齢
化
が
進

み
地
区
の
役
員
も
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

よ
き
伝
統
は
継
承
し
、緩
や
か
に
変
わ
っ
て

い
け
ば
人
々
の
暮
ら
し
が
楽
に
な
る
な
ぁ

と
思
う
事
も
あ
り
ま
す
。又
、移
住
促
進

す
る
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
尊
重
し
な

が
ら
多
様
性
を
受
け
入
れ
持
続
可
能
な
形

態
を
模
索
し
て
い
く
事
が
今
後
の
在
り
方

と
し
て
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

※
2
月
に
パ
ン
屋

を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

喫
茶
ス
ペ
ー
ス

（
土
・
日
）
も

あ
り
ま
す
の
で

気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

表
紙
の
写
真
の
お
願
い

　

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
の
写
真
は
、イ

ベ
ン
ト
等
で
議
会
編
集
委
員
が
撮
影

し
た
写
真
を
許
可
な
く
掲
載
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
掲
載
許
可
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

み
ん
な
ど
ん
な
思
い
で
過
ご
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
?

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
?
1
つ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
ね
。

好
き
を
1
つ
で
も
見
つ
け
ら
れ
る
と

い
い
で
す
ね
。
大
人
は
見
守
る
だ
け
で
十

分
で
す
。
子
供
っ
て
生
き
る
チ
カ
ラ
持
っ

て
い
ま
す
か
ら
。
困
っ
た
時
に
手
を
差
し

だ
せ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

表
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ひ
と
言

表
紙
の
ひ
と
言

村
民
の
声

生
坂
村
の
豊
か
な
自
然
と
共
に

生
坂
村
の
豊
か
な
自
然
と
共
に

木
内　

志
保

木
内　

志
保


